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山行報告書    

                 ４月２２日     比良山系                      伊藤 多恵子   

山 名 比良山系 山行名 4月例会  

ルート イン谷口～青ガレ～金糞峠～大橋～南比良峠～堂満岳～堂満登山口 

山行日 4月 22日（日） 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー：伊藤多惠子         サブリーダー：中田繁男 

男性：平尾、赤松、山下（剛）、西川（洋）、森本             

女性：大林、上田、河野、伊藤（典）、玉井、徳田    合計： 13 名  

ルート概略図 

 
省略 

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

イン谷口 

登山口 

トイレ前Ｐ 

集  
堂満岳 

着 13：25 

発 8：50 発 13：40 

青ガレ 
着 9：40 

堂満登山口 
着 15：50 

発 9：45 発 15：50 

金糞峠 
着 10：30 

比良駅 
着 16：20 

発 10：40 発  

大橋 
着 11：20 

 
着  

発 12：00 発  

南比良峠 
着 12：40 

 
着  

発 12：45 発  

山行報告 

 報告者の初のＣＬ山行です。 

京都駅 7：20 集合、湖西線で比良駅へ。駅から江若バスでイン谷口まで。トイレ横の駐車場

で準備体操の後、出発。予想最高気温 30度という暑い日となり、暑さに慣れていない身体への

不安を感じながらの上りとなったが、しばらくすると、いいペースの足取りになった。この日

の一番の厳しい上りである、青ガレから金糞峠まで、ペースの落ちることもなく順調に登る。

コースタイムより 15分も早く金糞に到着。金糞から大橋までは、ほぼ平坦な川沿いの道。清ら

かな水の流れる音、開き始めたばかりのブナの若葉。石楠花はここではまだ固いつぼみをつけ

ただけ。でも、開き始めた花も少し見つける。大橋には比良の銘水が湧き出る涼しい広場が。

ゆっくりとお昼にする。大橋からゆるやかな上りを辿って南比良峠に。ここで、堂満岳に行く

かどうかの意見を求めたら、「行く気満々！」との返事が。元気のいい声に押されて意気揚々と 

出発。 

堂満岳に行ったおかげで石楠花の花盛りも見られた。ただ、堂満からの下り始めは滑りやす

く急な道が続き、慎重に時間をかけて下る。長く疲れる下りが延々と続くので不安がる声も聞

こえたが、道を間違ってはいない。それでも小休止を含んでコースタイム通りだったから立派

です。バスの時間がぎりぎりだったので、比良駅まで歩くことに。年齢も経験も様々な参加者

でしたが、文句も泣き言も言わず、新米リーダーに最後までよくついてきてくれました。みな

さま、お疲れさまでした！ 

ヒヤリハット なし 
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感想文 

比良堂満岳山行 

赤松 隆二 

 前日の天気予報では、真夏日に近い気温に熱中症予防の為水分補給を十分にとの小川山行部長から

のアドバイス、イン谷口よりアイスタオルを首にまいて準備万端、久しぶりの比良山行です。本日の

CL は比良山を自分の庭のごとく熟知されている伊藤多恵子さん大山口から青ガレとカナクソ峠を目

指す、下山時には何度か歩いているが登りは結構きつい、カナクソ峠から今日の琵琶湖はくっきりと

望めずかすんでいます。小休止後大橋を目指す途中イワカカガミ、イワウチワの群生を見る、大橋で

昼食休憩、比良の名水が湧いていたがピロリ菌が気になって飲まず。南比良峠を目指す堂満岳への分

岐から頂上までのホンシャクナゲには蕾がいっぱい、少しは我々の為に咲いているが、１週間後には

素晴らしいシャクナゲ街道だろう頂上にて休憩、森本さん今までで登った山で愛宕山が一番高い山だ

ったが今回堂満岳で千メートルを越えたと次はニ千メートルを目指すと宣言する。記念撮影後、堂満

東稜を下山する。かなりな急降箇所をクリアしてイン谷口を目指す。途中モリアオガエルが生息する

ノタノホリではオタマジャクシを河野さんが見つける。イン谷口のゴールまじかでバスの定刻にギリ

ギリ間に合わないと判断、比良駅まで３０分で行けるよの住人のおじさんの意見を聞いて舗装路を歩

いて１６時２０分熱中症もなく全員無事に駅に到着する。４月なのに日本各地で真夏日の暑い一日で

したが新緑の中楽しい山行でした。CL 伊藤多恵子さん SL 中田さん同行の皆様ありがとうございま

した。 
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